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新
退
教
結
成
の
目
的
の
第
一
は
、
退
職
教
職
員
の

生
活
と
権
利
を
守
り
社
会
保
障
を
発
展
・
向
上
さ
せ

会
員
間
の
親
睦
を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
他
の

組
織
と
の
大
き
な
違
い
は
、
先
の
大
戦
で
多
く
の
命

と
引
き
か
え
に
得
た
「
平
和
と
民
主
主
義
・
民
主
教

育
」
を
新
教
組
と
と
も
に
守
り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
す
。

　

過
日
、
今
年
の
４
月
に
墜
落
し
た
Ｆ
３
５
ス
テ
ル

ス
戦
闘
機
は
、
１
機
１
３
０
億
円
以
上
で
当
面
は
百

余
機
の
導
入
を
決
め
、
将
来
的
に
は
２
百
機
以
上
保

有
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
関
連
費
用
を
含

め
る
と
総
額
は
、
３
兆
円
を
超
え
る
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
北
朝
鮮
や
中
国
の
脅
戚

を
あ
お
り
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
と
称
し
て
軍
拡

に
突
き
進
み
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
の
配
備
、
護
衛

艦
「
い
ず
も
」
の
事
実
上
の
空
母
化
や
巡
航
ミ
サ
イ

ル
配
備
等
の
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

今
年
度
防
衛
費
は
５
兆
３
千
億
円
で
日
本
の
防
衛
費

は
青
天
井
の
ご
と
く
増
加
す
る
一
方
で
専
守
防
衛
の

域
を
逸
脱
し
て
い
ま
す
。
歴
史
を
直
視
す
れ
ば
「
備

え
あ
っ
て
も
憂
い
あ
り
」
の
情
勢
で
す
。
近
隣
諸
国

と
の
友
好
関
係
無
く
し
て
平
和
は
望
め
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
私
た
ち
退
職
者
の
生
活
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
で
あ
る
社
会
保
障
制
度
は
大
き
く
揺
ら
い
で

い
ま
す
。
安
倍
政
権
は
、
国
の
財
政
運
営
の
最
大
課

題
が
人
口
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
膨
ら
み
続
け
る
社
会

保
障
費
に
あ
る
と
し
て
、
給
付
削
減
、
負
担
増
に
よ

る
社
会
保
障
財
政
の
縮
小
均
衡
を
図
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
高
齢
期
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
長
寿
を
心
か
ら
喜
び
合
え
る
社
会
に
す
る
た

め
に
は
、
年
金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
を
柱
と
す

る
社
会
保
障
制
度
の
安
定
と
拡
充
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

一
人
一
人
の
力
は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、
そ
の

思
い
を
結
集
し
団
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
動
勢
力

に
対
抗
で
き
る
力
と
な
り
ま
す
。
良
識
的
な
国
民
は
、

安
倍
政
権
の
国
会
対
応
に
不
信
感
と
危
機
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

子
供
た
ち
の
未
来
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
何
か
。「
新
退
教
の
原
点
」
で
あ
る
新
教
組
の

応
援
団
に
な
っ
て
今
の
政
治
状
況
を
変
え
る
こ
と
で

す
。
今
夏
の
参
院
選
「
み
ず
お
か
俊
一
さ
ん
」
と
野

党
統
一
候
補
の
勝
利
。
こ
れ
こ
そ
「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
の
安
心
し
た
生
活
や
民
主
教
育
の
発
展
に

つ
な
が
り
ま
す
。

☆�

人
生
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
。
若
い
人
の
た

め
に
志
を
高
く
し
て
生
き
て
ゆ
き
な
さ
い
。

☆�

良
く
生
き
、
良
く
老
い
、
良
く
病
み
、
良
く

死
ぬ
。

☆�

人
は
不
幸
に
は
敏
感
で
す
が
、
幸
せ
に
は
鈍

感
な
生
き
物
で
あ
る
。

�

日
野
原
重
明

　

健
や
か
に
老
い
る

備
え
あ
っ
て
も
憂
い
あ
り

新
退
教
会
長

大　

坂　

和　

夫
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〔
退
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〕

　
　
〔
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つ
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日
本
晴
れ
の
５
月
24
日
、
新

教
組
会
館
で
、
第
47
回
新
退
教

総
会
（
議
長
は
佐
渡
支
部
仲
田

善
夫
さ
ん
）
が
開
か
れ
、
日
退

教
西
澤
清
会
長
か
ら
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
「
乾
坤
一
擲
（
け
ん
こ
ん
い
っ
て
き
）、み
ず
お
か
勝
利
、

立
憲
・
生
活
擁
護
の
社
会
に
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
［
来
賓
の
皆
様
］

新
教
組　
　
　
　

執
行
委
員
長　

八
木
克
洋　

様

高
校
退
職
者
の
会　
　
　

会
長　

木
村
昭
雄　

様

退
職
女
性
教
職
員
の
会　

会
長　

金
子
玲
子　

様

新
潟
県
退
職
者
連
合　
　

会
長　

早
川
武
男　

様

教
職
員
共
済　
　
　
　
　

所
長　

森　

弘
志　

様

厚
生
財
団　
　
　
　
　

理
事
長　

涌
井
昭
夫　

様

学
協　
　
　
　
　
　

常
務
理
事　

新
井
秀
和　

様

労
働
金
庫　
　
　
　

常
務
理
事　

大
津　

岳　

様

　
　
　
［
八
木
克
洋
様
の
挨
拶
］

　

昨
年
度
の
組
織
率
は
７
８
．
７
％
。

教
職
員
は
大
量
退
職
・
大
量
採
用（
７

０
２
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

３
０
人
以
下
学
級
…
の
請
願
で
は
、
昨
年
、
過
去

最
高
の
８
万
２
千
筆
を
集
め
、
久
し
ぶ
り
に
請
願
採

択
を
期
待
し
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
理
由
は
同
趣

旨
の
請
願
が
自
民
党
議
員
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
た
め
。

な
ら
ば
、
両
方
採
択
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

政
治
を
変
え
る
た
め
、
参
院
選
で
は
「
み
ず
お
か

俊
一
」
と
名
前
で
投
票
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
新
潟

選
挙
区
で
は
打
越
さ
く
ら
さ
ん
に
ご
支
援
を
。

　
　
　
［
役
員
選
出
］

　

役
員
選
考
委
員
会
（
遠
藤
昇
委
員
長
、
西
蒲
燕
支

部
）
か
ら
報
告
・
提
案
が
あ
り
、
向
こ
う
２
年
間
の

本
部
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。（
入
澤
稔
副
会
長
急
逝

の
た
め
副
会
長
は
１
名
欠
）

　
　
　
［
討
論
・
報
告
等
］　　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・�「
若
手
に
も
魅
力
あ
る
活
動
を
」
と
支
部
事
業
部

で
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
実
施
す
る
。�（
長
岡
・
岸
）

・�
高
齢
化
に
よ
り
役
員
の
大
半
は
「
も
う
無
理
」
と

訴
え
る
。
深
刻
な
状
況
だ
が
、
担
い
手
が
い
な
い
。

本
部
も
一
緒
に
考
え
て
。�

（
新
潟
・
道
津
）

・�

今
年
度
は
ま
だ
加
入
者
が
い
な
い
。
勧
誘
方
法
を

見
直
し
、
工
夫
し
た
い
。�

（
柏
刈
・
吉
田
）

・�

９
人
加
入
し
100
人
を
超
え
た
。�

（
北
魚
・
渡
邊
）

☆�

会
員
減
は
ど
う
し
て
も
悲
観
的
に
な
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
当
会
の
存
在
意
義
を
問
い
直
し
つ
つ
、

「
組
織
強
化
」
と
「
魅
力
あ
る
活
動
づ
く
り
」
を

持
続
し
て
い
く
な
ら
、
展
望
は
必
ず
開
け
ま
す
。

私
た
ち
自
身
が
、
笑
顔
で
、
楽
し
い
、
充
実
し
た

活
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。
も
っ
と
工
夫
を
、
も

っ
と
知
恵
を
。�

（
議
案
書
よ
り
）

新
退
教 

総
会

　

会
員
の
減
少
が
続
く
３
期
６
年
の
任
期
で
し
た
。

　

会
員
減
は
財
政
を
圧
迫
し
、
会
の
組
織
運
営
対
策

が
緊
急
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
賛
助
会

員
制
度
の
導
入
や
諸
活
動
運
営
な
ど
の
工
夫
、
努
力

は
立
派
で
し
た
。
今
後
は
一
会
員
と
し
て
皆
さ
ん
と

共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
の
２
点
に
つ
い
て
、
厳
正
公
平
な
立
場
で
検
証

し
て
参
り
ま
す
。

○
会
員
か
ら
集
め
ら
れ
た
貴
重
な
金
銭
の
使
途
に
つ

い
て
、
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
。

○
記
録
と
報
告
内
容
が
正
確
で
あ
る
か
。

　

以
上
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
会
計
監
査

酒　

井　

浩　

二

�

（
長
岡
支
部
）

新
会
計
監
査

土　

田　
　
　

博

�

（
三
南
支
部
）
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が
ん
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れ
後
輩
！

が
ん
ば
れ
新
教
組
！
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新退教　 2 0 1 9 行事予定
　　　　　〈新退教〉	 　　　　　〈日退教・退連・新教組  等〉
４／10（水）　①本部事務局会
４／17（水）　会計監査	 ４／20（土）　新教組主催「退職教職員慰労会」
	 ４／27（土）　新潟県中央メーデー
５／24（金）　新退教総会
	 ６／７（金）　日退教総会（日本教育会館）
	 ６／７（金）～８（土）　新教組大会
	 ６／19（水）～20（木）　北ブロ総会（石川県）
	 ６／26（水）　高校退職者の会（新高退）総会
７／１（月）　新退教通信178号発行
７／30（火）　②本部事務局会	 ７／30（火）　新潟県退職者連合 年次大会
９／３（火）　県囲碁大会申込締切
９／11（水）　県囲碁大会
	 ９／16（祝）　地公退高齢者集会　（東京）
	 ９／17（火）　日本退職者連合高齢者集会（東京）
	 10／上旬　北ブロ囲碁大会（生きがい支援協会  富山）
	 10／10（木)　五者合同学習会（東京）
	 10／11（金）　日退教組織活動交流集会（東京）
10／16（水）　学びの集い
11／13（水）　③本部事務局会
12／１（日）　新退教通信179号発行
12／９（月）　支部代表者会＆現退役員交流会
１／上旬  　　「加入案内号」発行
	 １／11（土）　新教組旗開き
２／上旬 　　④本部事務局会
３／１（日）　新退教通信180号発行
３／11（水）　支部事務局長会＆教職員共済説明会

こんにちは 新教組です 　
　

今
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
み
ず
お

か
俊
一
さ
ん
（
前
日
政
連
参
議
院
議
員
）
を
組
織

内
候
補
と
し
て
す
で
に
推
薦
決
定
し
て
い
ま
す
。

学
校
現
場
出
身
で
あ
る
み
ず
お
か
俊
一
さ
ん
を
国

会
の
場
に
送
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
み
ず
お
か
俊
一
さ
ん
の
後
援
会
活
動
を
進
め

る
の
は
教
育
関
係
者
し
か
い
ま
せ
ん
。
新
退
教
の

皆
様
か
ら
も
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
残
す
べ
き
未
来
の
た

め
に
、
全
力
で
日
々
の
活
動
に
邁
進
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

30
人
以
下
学
級
の
実
現
等
を
訴
え
続
け
て
き
た
こ

と
で
、
社
会
的
対
話
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

５
月
に
は
花
角
知
事
が
「
県
財
政
は
緊
急
事
態
。
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
」
と
公
表
し
て
お
り
、
今
後
、

人
件
費
や
教
育
予
算
の
削
減
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
誰

も
が
等
し
く
豊
か
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
社
会
を
め

ざ
し
、
今
後
も
と
り
く
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

副
執
行
委
員
長

中な
か　

島じ
ま　
　
　

崇
た
か
し

�（
下
越
支
部
新
発
田
東
小
分
会
）

�

（
新
発
田
市
在
住
）

執
行
委
員徳と

く　

橋は
し　

和か
ず　

人と

�

（
県
央
支
部
見
附
中
分
会
）

�

（
見
附
市
在
住
）
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支出の部� （決算増▲）
項　　　目 予　　算 決　　算 増　　減 適　　　　　用

会　

議　

費

１ 総 会 250,000 206,390 43,610 ５月
２ 支部代表者会 90,000 92,874 ▲2,874 12月
３ 支部事務局長会 30,000 18,244 11,756 ３月
４ 北 ブ ロ 会 議 120,000 111,600 8,400 北ブロ総会（石川県）
５ 特 設 委 員 会 60,000 0 60,000
６ 事 務 局 会 140,000 100,223 39,777 事務局会、事務局各部会

小　　計 690,000 529,331 160,669

事
業
費

７ 情 宣 費 270,000 236,710 33,290 新退教通信、加入案内号
８ 行事・研修・調査 450,000 373,868 76,132 囲碁大会、学びの集い
９ 記 念 事 業 0 0 0

小　　計 720,000 610,578 109,422

事　

務　

費

10 通 信 費 120,000 112,861 7,139 送料、切手・はがき、電話代
11 備品・消耗費 35,000 15,959 19,041 パソコンインク代、事務用品
12 各 種 旅 費 200,000 168,850 31,150 各種会議・講師・作業補助等の旅費
13 雑 費 150,000 77,090 72,910 支部総会祝儀、謝礼　等
14 事務局活動費 700,000 700,000 0 事務局活動費
15 事務局備品購入費 0 0 0

小　　計 1,205,000 1,074,760 130,240
16 分 担 金 350,000 347,544 2,456 日退教、新退連
17 支 部 活 動 補 助 費 400,000 393,576 6,424 前年度納入金×0.16
18 積 立 金 50,000 50,000 0 特別行事（50周年）積立
19 予 備 費 277,890 0 277,890
20 そ の 他 0 0 0

小　　計 1,077,890 791,120 286,770
合　　　　　計 3,692,890 3,005,789 687,101

2019年度　本部役員

2018年度　会 計 報 告
収入の部� （決算減△）

項　　　目 予　　算 決　　算 増　　減 適　　　　　用
１ 繰 越 金 462,885 462,885 0 前年度より繰越
２ 会 費 2,360,000 2,338,000 △22,000 1,000円×（2,327＋読者会員11）人
３ 寄 付 金 700,000 700,000 0 新教組より
４ 預 金 利 子 5 10 5 利子
５ 雑 収 入 170,000 153,000 △17,000 総会祝儀75000、チラシ代8000、生きがい協会70000
６ 計 3,692,890 3,653,895 △38,995

残高の部　　3,653,895（収入決算）　－　3,005,789（支出決算）　＝　648,106（残金）

役　　名 氏　　名 備　　考
会 長 大　坂　和　夫 新潟支部

副 会 長

小　幡　晴　美 小千谷魚沼支部
米　山　忠　彦 長岡支部
北　島　理　子 上越支部
八　木　克　洋 新教組委員長

事 務 局 長 山　岸　　　修 新潟支部

本 部 幹 事

里　村　俊　夫 西蒲・燕支部
篠　沢　　　講 西蒲・燕支部
本　間　　　満 新潟支部
甲　斐　年　史 新潟支部
青　柳　拓　二 新教組書記長

顧 問 幸　田　赳　夫 西蒲・燕支部

会 計 監 査 鈴　木　誠　司 西蒲・燕支部
土　田　　　博 三南支部

日退教北陸ブロック副会長　大坂　和夫
新潟県退職者連合幹事　　　大坂　和夫

　　特別会計１（50周年積立）
　2017度末	 400,082
　本年度積立	 50,000
　本年度利子	 3
　現在高	 450,085

　　特別会計２（災害基金）
　2018.4.1現在	 2,591,406	 前年度繰り越し
　義援金総額	 229,690	 西日本豪雨の義援金（2018.8～2019.3）
　見舞金支出	 -229,690	 日退教へ送金（西日本豪雨義援金）
　利子	 18
　現在高	 2,591,424	 来年度へ繰越

　　特別会計３（賛助会）
　2017度末	 139	 前年度繰り越し
　2018会費	 98,000	 収入　1,000円×98人
　　　情宣費	 -12,800	 支出　名入り封筒，名刺
　　　通信費	 -33,923	 支出　新退教通信送料
　　　旅　費	 -39,600	 支出　旅費（説明会，学校訪問）
　　　補　助	 -10,200	 支出　取組支部へ還元、研究会参加費
　　　現在高	 1,616	 来年度へ繰越
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2019年度　新退教支部事務所
支部 〒 支　部　事　務　所 事務所℡ 支部長 事務局長

１ 新 潟 951-8122 新潟市中央区旭町通1-86-1 025-222-9839 本間　和行 上地　源光
２ 長 岡 940-0048 長岡市台町2-9-13　新学協中越出張所内 0258-35-2854 岸　　公平 横山　　弘
３ 三 南 955-0046 三条市興野3-1-9　教育文化会館内 0256-33-2347 土田　　博 宮島　敏明
４ 柏 刈 945-0055 柏崎市駅前2-2-18-202　サンライズビル3F 0257-23-2862 吉田　教悟 小林　公一
５ 北 新 957-0016 新発田市豊町1-2-13　下越支部会館内 0254-22-2065 有田　　好 古田セツ子
６ 西蒲・燕 959-0134 燕市真木山251 0256-98-2589 遠藤　　昇 原田　完二
７ 北 魚 949-7302 南魚沼市浦佐895-3　魚沼支部会館内 025-788-1101 小林　謙一 武田　定純
８ 南 魚 949-7302 南魚沼市浦佐895-3　魚沼支部会館内 025-788-1101 若井　利信 庭野　和也
９ 中 魚 942-1526 十日町市松代3514 025-597-3546 市川　　正 高橋吉太郎
10 上 越 943-0821 上越市土橋中島816-1　教育会館内 025-525-5535 片桐　　信 小池　　洋
11 糸 魚 川 949-0301 糸魚川市須沢3549 025-562-3528 磯谷　正芳 野上　正和
12 村上岩船 958-0847 村上市大工町1-4　教職員組合会館内 0254-53-2292 滝沢　武司 山口又一郎
13 佐 渡 952-1313 佐渡市八幡町330-3　佐渡教育会館内 0259-57-2337 山岸　善晴 清水　　勝

支出の部� （昨年度比減▲）
項　　　目 本年度予算 昨年度予算 増　　減 適　　　　　用

会　

議　

費

１ 総 会 250,000 250,000 0 ５月
２ 支部代表者会 90,000 90,000 0 12月
３ 支部事務局長会 30,000 30,000 0 ３月
４ 北 ブ ロ 会 議 120,000 120,000 0 北ブロ総会
５ 特 設 委 員 会 0 60,000 ▲60,000
６ 事 務 局 会 140,000 140,000 0 事務局会、事務局各部会

小　　計 630,000 690,000 ▲60,000

事
業
費

７ 情 宣 費 270,000 270,000 0 新退教通信３回、加入案内号
８ 行事・研修・調査 450,000 450,000 0 囲碁大会、学びの集い
９ 記 念 事 業 0 0 0

小　　計 720,000 720,000 0

事
務
費

10 通 信 費 120,000 120,000 0 送料、切手・はがき、電話代
11 備品・消耗費 35,000 35,000 0 パソコンインク代、事務用品
12 各 種 旅 費 200,000 200,000 0 各種会議・作業補助等の旅費
13 雑 費 150,000 150,000 0 支部総会祝儀、謝礼　等
14 事務局活動費 700,000 700,000 0 事務局活動費
15 事務局備品購入費 0 0 0

小　　計 1,205,000 1,205,000 0
16 分 担 金 400,000 350,000 50,000 日退教（値上げ）、新退連
17 支 部 活 動 補 助 費 380,000 400,000 ▲20,000 前年度納入金×0.16
18 積 立 金 50,000 50,000 0 特別行事（50周年）積立
19 予 備 費 305,110 277,890 27,220
20 そ の 他 0 0 0

小　　計 1,135,110 1,077,890 57,220
合　　　　　計 3,690,110 3,692,890 ▲2,780

2019年度　予 　 算
収入の部� （昨年度比減▲）

項　　　目 本年度予算 昨年度予算 増　　減 適　　　　　用
１ 繰 越 金 648,106 462,885 185,221 前年度より繰越
２ 会 費 2,222,000 2,360,000 ▲138,000 1,000円×（2207＋15）人
３ 寄 付 金 700,000 700,000 0 新教組より
４ 預 金 利 子 4 5 ▲1 利子
５ 雑 収 入 120,000 170,000 ▲50,000 総会祝儀、全国生きがい協会の補助
６ 計 3,690,110 3,692,890 ▲2,780
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ふ
る
さ
と
の
紹
介

柏
刈
支
部
事
務
局
長　

小　

林　

公　

一

　

旧
高
柳
町
の
中
心
部
（
岡
野
町
）
か
ら
鯖
石

川
に
沿
っ
て
南
側
の
山
あ
い
に
位
置
す
る
「
荻

ノ
島
」
と
い
う
集
落
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
環

状
集
落
」
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
荻
ノ
島
か
や
ぶ
き
の
里
」
と
し
て
日
本
の

原
風
景
が
広
が
り
、
一
周
約
800
ｍ
の
散
策
コ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
環
状
集
落
の
様
子
が
良

く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
集
落
の
一

角
に
「
か
や
ぶ
き
屋
根
の
宿
泊
施
設
」
と
し
て

ふ
る
さ
と
糸
魚
川

糸
魚
川
支
部
事
務
局
長

江　

口　
　
　

聡

　
「
お
ま
ん
、
ま
め
だ
っ
た
か
ね
。」「
は
あ
、

お
が
け
さ
ん
で
ね
。」
こ
ん
な
糸
魚
川
弁
を
聞

く
と
、
心
が
和
み
ま
す
。
糸
魚
川
市
は
県
の
最

西
端
に
位
置
し
南
は
長
野
県
、
西
は
富
山
県
に

接
し
て
い
ま
す
。
南
を
見
る
と
、
小
蓮
華
岳
、

雨
飾
山
、
焼
山
、
火
打
山
な
ど
の
山
並
み
が
続

き
ま
す
。
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
西
端
が
通
り
、

都
会
か
ら
の
利
用
者
も
多
く
人
気
の
宿
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
荻
ノ
島
」
は
「
美
し
い
日
本

の
む
ら
百
景
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
て
、
多

く
の
写
真
家
や
画
家
グ
ル
ー
プ
が
集
う
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。
夏
に
は
蛍
が
舞
い
日
本
の
原
風

景
と
も
言
え
る
懐
か

し
い
景
観
を
求
め
て
、

四
季
を
通
じ
て
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

是
非
各
支
部
の
旅

行
計
画
立
案
時
に
は

ご
一
考
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
岩
石
が
見
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
ヒ
ス
イ

（
国
石
）
が
有
名
で
す
。
ヒ
ス
イ
探
し
に
来
ら

れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
と
し
て
初
め

て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
、
現
在
も
地

域
の
自
然
に
触
れ
、
学
ぶ
環
境
が
整
え
ら
れ
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
糸
魚
川
市
で

す
。
昔
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
た
伝
統
食
の
中
で

特
に
お
す
す
め
な
の
は
。「
笹
の
押
し
ず
し
」「
メ

ギ
ス
の
す
り
身
汁
」
で
す
。
糸
魚
川
に
お
越
し

の
際
に
は
ぜ
ひ
、
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ

三
南
支
部　
　
　
　
　
　

土　

田　
　
　

博

　

１
年
半
程
前
に
、
腰
と
膝
が
痛
い
の
で
、
病
院
で

理
学
療
法
士
と
し
て
働
い
て
い
る
知
人
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
筋
力
が
低
下
し
て
い
る
の
が
原
因
だ
ろ
う

と
、「
ス
ト
レ
ッ
チ
」
と
「
筋
ト
レ
」
を
説
明
し
た

プ
リ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。
早
速
、
運
動
を
始
め

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
暫
く
し
た
ら
別
の
知
人
か
ら
、

も
っ
と
負
荷
の
高
い
運
動
を
す
る
も
の
が
あ
る
と
聞

き
、
そ
の
プ
リ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在
は
こ

れ
を
使
っ
て
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
始
め
た
頃
、
腹

筋
や
前
屈
な
ど
は
と
り
わ
け
き
つ
く
感
じ
ま
し
た
。

私
の
体
は
筋
力
低
下
だ
け
で
な
く
固
く
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
し
か
し
無
理
を
せ
ず
に
、
毎
日
続
け
る
こ

と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
柔
軟
な
体

に
は
程
遠
い
の
で
す
が
、
腰
と
膝
の
痛
み
は
前
ほ
ど

感
じ
な
く
な
り
、
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
の
あ
る
方
は
、
取
り
組
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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ろ
う
き
ん
シ
ニ
ア
倶
楽
部
は
、
ろ
う
き
ん
と
お
取

引
の
あ
る
満
５
５
歳
以
上
の
退
職
さ
れ
た
方
が
ご
加

入
い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

会
報
誌
「
か
け
は
し
」
を
年
３
回
ご
自
宅
に
郵
送

す
る
ほ
か
、
法
律
・
健
康
無
料
相
談
や
県
内
各
地
で

の
イ
ベ
ン
ト
（
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）
を
通

じ
て
、
健
康
・
趣
味
・
生
き
が
い
な
ど
の
情
報
を
幅

広
く
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
金
や
年
会
費
な
ど
は
一
切
必
要
な
く
、
ろ
う

き
ん
と
の
お
取
引
口
座
が
あ
れ
ば
誰
で
も
ご
加
入
い

た
だ
け
ま
す
。
ご
加
入
の
手
続
き
は
、
同
封
し
た
加

入
申
込
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
の
う
え
、
ご
投
函
い
た
だ

く
だ
け
で
終
了
し
ま
す
。

　

既
に
、
県
内
で
は
２
万
名
を
超
え
る
方
か
ら
ご
加

入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
様

の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ろ
う
き
ん
シ
ニ
ア
倶
楽
部
ご
案
内

シ
ニ
ア
倶
楽
部

会
長　

金
子　
　

勝

　
県
囲
碁
大
会 

参
加
者
募
集

　

恒
例
の
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
新
退
教
会
員

だ
け
の
大
会
で
す
。（
申
込
は
各
支
部
へ
）

・
日
時　

９
／
11
（
水
）　

９
時
半
～
15
時
頃

・
会
場　

新
教
組
会
館　

・
階
級　

Ａ
無
差
別　

Ｂ
２
～
５
段　

Ｃ
初
段
以
下

　
　
　
　

Ｄ
親
善
ク
ラ
ス
（
４
級
以
下
）

　
　
　
　

＊
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
北
陸
大
会
予
選
を
兼
ね
る

△
急
報　

生
き
が
い
協
会
補
助
が
今
年
限
り（
来
年
の
実
施
？
）

　
学
び
の
集
い 

ご
案
内

　

第
３
回
学
び
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
桑
野
ご
夫

妻
の
ス
テ
キ
な
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
耳
を
傾
け
、
佐
々
木

教
授
と
と
も
に
平
和
・
政
治
・
市
民
運
動
等
を
考
え

合
い
ま
す
。（
申
込
は
各
支
部
へ
）

・
日
時　

10
／
16
（
水
）
10
時
半
～
14
時
半

・
会
場　

新
教
組
会
館　

・
夫
婦
で
デ
ュ
エ
ッ
ト　

桑
野
重
人
さ
ん
恭
子
さ
ん

・
講
演　

佐
々
木
寛
さ
ん
（
新
潟
国
際
情
報
大
学
）

　
　
　
　

仮
題「
市
民
連
合
＠
新
潟
と
今
後
の
展
望
」

　
署
名
の
お
願
い

　

毎
年
12
月
県
議
会
に
提
出
し
て
き
た
「
30
人
以
下

学
級
実
現
…
教
育
予
算
増
」
の
請
願
署
名
に
、
今
年

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
も
得
て
署
名
に
取
り
組

み
、
過
去
最
高
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
請
願
採
択
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。（
前
号
参
照
）

　

今
年
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
時
に
も
署
名
集

め
を
行
お
う
と
取
組
を
早
め
ま
し
た
。
お
か
げ
で
新

退
教
も
取
組
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
の
た
め
に
１
筆
で
も
多
く

お
願
い
し
ま
す
。（
提
出
先
は
新
退
教
各
支
部
。
用

紙
１
枚
に
10
筆
が
ベ
ス
ト
だ
が
、
１
筆
で
も
Ｏ
Ｋ
）

　
こ
と
ぶ
き
講
座

７
／
12
、
９
／
６
、
11
／
１　

笑
い
ヨ
ガ
＆
芸
能

９
／
４　

ル
ー
ル
を
知
る
…
囲
碁
・
将
棋

10
／
７　

投
稿
文
を
書
こ
う

11
／
13　

ル
ー
ル
を
知
る
…
麻
雀

12
／
16　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
る

（
い
ず
れ
も10:30
～12:00　

申
込
は
７
日
前
ま
で
に
新
退
教
へ
）

　
　

訃　
　

報

　

副
会
長
・
入
澤
稔
さ
ん
が
去
る
４
月
10
日
に
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。
入
澤
さ
ん
は
、
新
退
教
本
部
の
会
計

監
査
・
柏
刈
支
部
長
・
日
退
教
副
会
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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　［
教
育
現
場
の
今
］

　

全
国
的
に
育
休
・
病
休
等
の
代
替
教
員
不
足
が
深

刻
。
教
員
免
許
を
更
新
し
な
か
っ
た
人
も
「
３
年
以

内
に
更
新
」
で
代
替
教
員
を
頼
ま
れ
る
状
況
。
１
次

安
倍
政
権
時
に
成
立
し
た
教
員
免
許
更
新
制
度
は
、

時
間
・
費
用
等
の
教
員
へ
の
し
わ
寄
せ
、
手
続
き
や

事
務
量
の
増
加
、
教
員
免
許
保
有
者
減
等
、
弊
害
が

非
常
に
多
い
。
教
員
不
人
気
に
拍
車
を
か
け
る
。

　
　
　［
教
職
員
共
済
］

　

も
ら
い
火
は
火
元
に
重
過
失
が
な
い
限
り
、
損
害

賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
火
災
共
済
で

万
一
に
備
え
を
。

　
　
　
海
道
日
本
一
周
　
北
海
道
②

�

高
橋　

初
敏　

　

昨
年
の
８
月
、
２
度
目
の
北
海

道
ド
ラ
イ
ブ
。
苫
小
牧
か
ら
時
計

回
り
で
走
る
。
函
館
の
手
前
に
活

火
山
の
恵
山
が
あ
る
。
海
岸
に
温

泉
が
湧
い
て
い
た
。
足
湯
に
つ
か

り
な
が
ら
大
海
原
を
眺
め
る
の
は

初
め
て
だ
。
大
波
が
目
線
の
高
さ

に
あ
る
。

　

海
道
を
小
樽
へ
。
そ
し
て
、
再

び
苫
小
牧
か
ら
帰
路
へ
。
１
週
間
後
、
胆
振
東
部
地

震
が
発
生
。
宿
泊
し
た
函
館
が
一
瞬
で
真
っ
暗
に
な

っ
た
映
像
に
驚
く
。
巨
大
発
電
所
に
頼
る
シ
ス
テ
ム

は
見
直
す
時
期
だ
。
国
土
強
靭
化
が
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
何
を
ど
う
強
く
す
る
の
か
見
極
め
な
け
れ
ば
…
。

み
ん
な
の
広
場

〔
ミ
ニ
情
報
〕

◇�

会
員
夫
妻
の
「
ぎ
ゃ
ら
り
ー
浜
つ
ば
き
」（
℡

0256-77-2013

、
土
日
月
祝
日
開
館)

７
／
６
～
22

浜
つ
ば
き
と
仲
間
た
ち
の
創
作
展
、
８
／
３
～
26

椎
谷
一
繁
革
細
工
展
（8/10~12

休
み
）、
９
／
７

～
30
太
田
勝
子
と
仲
間
た
ち
の
和
の
キ
ル
ト
展
、

10
／
５
～
14
岩
澤
テ
イ
子
シ
ル
ク
糸
と
織
展 

◇�

３
月
、
魚
沼
市
に
世
界
最
大
級
の
米
こ
う
じ
工
場

「
魚
沼
醸
造
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
魚
沼
糀
サ

ロ
ン
」
で
甘
酒
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
楽
し
め
る
。

工
場
見
学
も
可
。

◇�

全
国
ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
・
濃
芳
醇
の
部
で
、

阿
賀
町
の
農
家
民
宿
の
「
ど
ぶ
ろ
く
金
よ
し
」
が

最
優
秀
を
、長
岡
市
栃
尾
地
区
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ（
ウ
ネ
）

の
「
雪
中
壱
乃
界
」
が
優
秀
賞
を
、
淡
麗
の
部
で

上
越
市
ど
ぶ
ろ
く
荘
の
「
ど
ぶ
ろ
く
卓
」
が
優
秀

賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
た
。

◇�
７
／
26 

名
立
機
雷
事
件
を
通
し
て
平
和
を
考
え

る
会　

18:00

～　

ハ
イ
マ
ー
ト　

主
催 

新
教
組
上
越
支
部

◇
８
／
１　

長
岡
大
空
襲
の
日

　
　

8:00

～　

�
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
…

略
…
を
追
悼
す
る
集
い
（
平
和
の
森

公
園
）

　
　

9:00

～　

平
和
祈
念
式
典
（
ア
オ
ー
レ
長
岡
）

　
　

10:15

～　

�

映
画
「
う
し
ろ
の
正
面
だ
あ
れ
」
無
料

◇�

県
教
育
研
究
集
会

　
　
　
　
　

10
／
12　

９
：
40
～　

上
越
市
城
東
中

◇�

新
潟
教
育
会
美
術
展

　
　
　
　
　

９
／
12
～
16
、
新
潟
県
民
会
館
、
無
料
。

　

作
品
解
説
会　

９
／
14
（
土
）
13
時
～
14
時
半
。

○�

昨
年
10
～
12
月
期
の
年
金
積
立
金
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）

の
運
用
損
失
が
約
15
兆
円
で
過
去
最
大
だ
っ
た
。

（
現
資
産
額
は
約
１
５
０
兆
円
） 

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
リ

ス
ク
の
低
い
国
内
債
券
中
心
に
運
用
し
て
き
た
が
、

２
０
１
４
年
10
月
、
安
倍
政
権
の
意
向
（
株
価
を

上
げ
た
い
等
）
を
背
景
に
、
国
内
外
株
式
比
率
を

24
％
→
50
％
に
倍
増
し
（
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ

タ
ー
ン
）、
国
内
債
券
へ
の
比
率
を
下
げ
た
。

　

�　

年
金
運
用
の
２
０
０
１
年
以
降
累
積
収
益
は
約

56
兆
円
の
黒
字
で
、
今
回
の
損
失
は
年
金
給
付
等

に
直
結
し
な
い
が
、将
来
に
不
安
を
抱
え
る
。（
長

期
に
株
価
は
上
が
る
？　

年
金
積
立
金
は
大
丈

夫
？　

年
金
制
度
へ
の
信
頼
は
？
）

　

�　

２
０
２
０
年
度
は
５
年
に
１
度
の
運
用
見
直
し

年
。
み
ん
な
で
考
え
よ
う
。
注
視
し
よ
う
。
声
を

あ
げ
よ
う
。

〇�

父
親
限
定
の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
。「『
手
伝
う
よ
』

と
い
う
の
は
禁
句
。
家
事
を
す
る
の
は
妻
、
夫
は

お
客
様
、
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
か

ら
。」

□�

認
知
症
の
人
が
第
３
者
に
損
害
を
与
え
る
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
、
自
治
体
が
見
舞
金
を
支
払
う
救

済
制
度
が
、
神
戸
市
で
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
始

ま
っ
た
。

　
　
　
　<

あ
と
が
き>

　

２
０
１
８
年
５
月
、
議
会
選
挙
で
男
女
の
候
補
者

数
を
で
き
る
だ
け
均
等
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
政

治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
法
」
が
成
立
。

今
年
の
選
挙
で
は
…
…
。
男
性
も
女
性
も
一
生
懸
命

関
わ
り
た
い
。�

（
山
岸
）


